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1. はじめに 

 コンクリートで表面を覆った土堤の維持管理において、コンクリート背面に空洞が存在している状況は、空洞

の大きさ、分布状況によっては重大な問題となる。空洞調査を検討する場合においては、コンクリートの厚さ、

内部の鉄筋等の金属物、表面および背面の形状といった要素によっておおむね区分することができる。コンクリ

ートの厚さが比較的薄い場合、打音調査によって人間の耳もしくは音響解析による判断が可能であるが、厚さが

増すと、打音調査では判断が難しくなる。このような場合に、レーダー探査を用いる場合がある。荒川本川の高

潮堤防区間（図-1）においては、ゼロメートル地帯（図-2 の濃い青色部分）が広がっていることもあり、阪神・

淡路大震災での淀川堤防被災等を踏まえ、早急な空洞化調査の必要に迫られていた。また、コンクリートの上に

覆土している構造のような、目視では判定できない場所もあり、レーダー探査による評価手法の確立が今後必要

である。そこで本研究では、荒川本

いてレーダー探査を用いた空洞化

調査について考察することを目的

とした。 

川の高潮堤防区間にお

2. 調査対象地域 

 荒川本川 高潮堤防区間 -0.6k

～10.7k 付近右岸（図-2の円辺り） 

 護岸部に測線を設定して実施することとし、原則として 

堤防天端、川表側法面、川裏側法面の堤防延長方向に 

それぞれ１測線（合計 3測線）を配置することとした。 

図-3に測線配置の基本概念図を示す。 

3. レーダー探査 

（1）測定方法 

測定は測線沿いの連続測定ができるようにするため、図-4 に示すよ

うに、アンテナを牽引し、台車に載せた測定器を乗せて、両者が一体に

なりながら測線沿いを移動する。 

（2）使用機器 測定に使用した機器の一覧を表-1に示す。 

 今回、レーダー測定器には小型の可搬性の高い機器を使用した。 

（3）結果 

 レーダー探査記録から、相対的な反射の強弱や反射のパターンをみて、 

空洞の可能性のある区間を抽出した。抽出した異常箇所は表-2 の４つに

区分した。またレーダー探査記録例を図-5 に示す。一般的には、空洞が

存在すれば護岸背面の反射が強く、同じような記録の並びが深さ方向に繰

り返すようなパターンを示す。また、強い反射で繰り返しが多くみられる

ほど規模（空洞の厚さ）の大きな空洞である。 

図-2 調査対象地域 

図-3 レーダー探査測線配置の概念図

図-1 荒川本川高潮堤防 
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表-1 機器の主な仕様 

査課 
表-1 機器の主な仕様 
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表-2 空洞の可能性判定ランク  

 

 

 

 

 

空洞の可能性：大 反射が特に強く、繰り返しのパターンが顕著である箇所。相対的に規模が大きい。 
空洞の可能性：中 反射が周囲と比較してやや強く、繰り返しパターンも認められる箇所。相対的規模は小さい。

空洞の可能性：小 上記以外の反射が弱い箇所。 
空洞の可能性：なし 

 

 

 

 

 

 

図-4 レーダー測定状況模式図  

 

判定ランク：大  

 

 判定ランク：中 
図-5 レーダー探査記録例 

 

表-3 空洞厚確認結果4. 空洞確認調査

 レーダー探査の結果、抽出された異常箇所から無作為に 20 カ所を選定

し、この 20 カ所において削孔及びファイバースコープ・カラーカメラに

よる空洞状況の確認を行った。図-6に空洞状況の例を、表-3にランクと

空洞厚を示す。さらに図-7 にランク別の空洞厚を示す。ただしこの場合

の空洞厚は、表の値の中間値とした。その結果、可能性の最も高いランク

大で空洞厚が大きく、可能性の低いランク小で小さい傾向をみてとれた。 

 

 

 

 

 

図-6 空洞状況の例  

5. まとめ 

 ランクの有効性をおおかた確認できた。だがランク

判別は今回、実務者の経験によるものであった。今後

の課題として、定量データを用いた機械的な判別手法

の開発と、その判別手法の有効性を確認するためにあ

らゆる条件下のサンプルを数多く得る必要がある。 
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図-7 判定ランクと空洞厚の関係 
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